
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一の基本ファイルと、その基本ファイルに従属した少なくとも一の従属ファイルとより
構成されるノードを複数有するハイパーテキストを記憶手段に複製する装置であって、
　ユーザから前記ハイパーテキスト中の一のノードの複製要求を受取る複製要求受付け手
段と、
　前記複製要求受付け手段によって複製要求を受けたノード中の全ての従属ファイルと前
記記憶手段に記憶されているファイルとを比較し、未複製の従属ファイルがある場合には
、前記ノードを構成する基本ファイルとその従属ファイルとを記憶させ、その基本ファイ
ルを記憶させるときに、その基本ファイルとその従属ファイルとの従属関係を示すファイ
ル間関係情報を基本ファイルに付加して記憶させる複製手段とを有する
　ことを特徴とするハイパーテキスト処理装置。
【請求項２】
　ユーザから前記複製手段に記憶したハイパーテキスト中の一のノードの消去要求を受取
る消去要求受付け手段と、
　前記消去要求受付け手段によって消去要求を受けたノードを構成する基本ファイルを前
記複製手段から呼出し、この呼出した基本ファイルに付加されたファイル間関係情報に基
づいて従属ファイルを前記複製手段から呼出す消去ファイル呼出し手段と、
　前記消去ファイル呼出し手段によって呼出された基本ファイル及び従属ファイルを前記
複製手段から消去する消去手段とを有する
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　ことを特徴とする請求項１記載のハイパーテキスト処理装置。
【請求項３】
　ユーザから前記複製手段に記憶したハイパーテキスト中の一のノードの表示要求を受取
る表示要求受付け手段と、
　前記表示要求受付け手段によって表示要求を受けたノードを構成する基本ファイルを前
記複製手段から呼出し、この呼出した基本ファイルに付加されたファイル間関係情報に基
づいて従属ファイルを前記複製手段から呼出す表示ファイル呼出し手段と、
　前記表示ファイル呼出し手段によって呼出された基本ファイル及び従属ファイルを一の
ノードに前記ファイル間関係情報に基づいて構成して表示する表示手段とを有する
　ことを特徴とする請求項１記載のハイパーテキスト処理装置。
【請求項４】
　一の基本ファイルと、その基本ファイルに従属した少なくとも一の従属ファイルとより
構成されるノードを複数有するハイパーテキストを記憶手段に複製する方法であって、
　ユーザから前記ハイパーテキスト中の一のノードの複製要求を受取る複製要求受付けス
テップと、
　前記複製要求受付けステップによって複製要求を受けたノード中の全ての従属ファイル
と前記記憶手段に記憶されているファイルとを比較し、未複製の従属ファイルがある場合
には、前記ノードを構成する基本ファイルとその従属ファイルとを記憶させ、その基本フ
ァイルを記憶させるときに、その基本ファイルとその従属ファイルとの従属関係を示すフ
ァイル間関係情報を基本ファイルに付加して記憶させる複製ステップとを有する
　ことを特徴とするハイパーテキスト処理方法。
【請求項５】
　ユーザから前記ハイパーテキスト中の一のノードの消去要求を受取る消去要求受付けス
テップと、
　前記消去要求受付けステップによって消去要求を受けたノードを構成する基本ファイル
を呼出し、この呼出した基本ファイルに付加されたファイル間関係情報に基づいて従属フ
ァイルを呼出す消去ファイル呼出しステップと、
　前記消去ファイル呼出しステップによって呼出された基本ファイル及び従属ファイルを
消去する消去ステップとを有する
　ことを特徴とする請求項 記載のハイパーテキスト処理方法。
【請求項６】
　ユーザから前記ハイパーテキスト中の一のノードの表示要求を受取る表示要求受付けス
テップと、
　前記表示要求受付けステップによって表示要求を受けたノードを構成する基本ファイル
を呼出し、この呼出した基本ファイルに付加されたファイル間関係情報に基づいて従属フ
ァイルを呼出す表示ファイル呼出しステップと、
　前記表示ファイル呼出しステップによって呼出された基本ファイル及び従属ファイルを
前記ファイル間関係情報に基づいて一のノードに構成して表示する表示ステップとを有す
る
　ことを特徴とする請求項 記載のハイパーテキスト処理方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、ノードが複数のファイルより構成されるハイパーテキストの複製、表示、消
去及び選択の装置とそ の方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
「ハイパーテキスト」とは、複数のノードと呼ばれる情報単位と、リンクと呼ばれる各ノ
ード間を関連付けるノードへのポインタにより構成される。ハイパーテキストの読者は、
リンクを辿ることにより関連情報を次々と参照していくことができる。
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【０００３】
このようなハイパーテキスト技術を利用したシステムとして代表的なものにＷＷＷ（ Worl
d Wide Wed）がある。人々はＷＷＷを利用することにより、世界中から容易に情報を取得
可能である。このＷＷＷでは、一つのノードはテキストファイル、画像ファイル等の複数
のファイルより構成されていることが多い。
【０００４】
一方、携帯情報機器が性能の向上に伴い急速に普及してきており、移動しながら、または
移動した先々で電子的な情報の取得、発信、参照等の情報処理を行なう、モーバイル・コ
ンピューティングが盛んになってきた。このようなモーバイル・コンピューティング環境
では、例えばＷＷＷのサーバのような多くの情報を格納しているサーバに常にアクセスで
きる保証がないため、ユーザは何度も参照する必要のある情報に関しては、それらを自分
の携帯情報機器に複製し、ハードディスク等の記憶装置に保存する必要がある。
【０００５】
しかしながら、従来のハイパーテキストシステムは、表示しているノードやユーザが指定
したノードに含まれる複数のファイルを一度に複製する機能を具備しておらず、それらを
自分の情報機器に記憶させる場合、ユーザはテキスト、画像等のファイルを一つ一つ指定
し、複製しなければならなかった。これはユーザに繁雑な操作を強いることとなっていた
。
【０００６】
また、従来のハイパーテキストシステムは、ユーザが指定したノードに含まれる全ファイ
ル、もしくは、ユーザが指定したノードに含まれる全画像ファイルというようなユーザが
指定した条件を満たすファイルを一度に複製する機能も具備していない。したがって、こ
れらを複製する場合もそれぞれのファイルを別々に指定し、複製する必要があり、操作は
繁雑なものとなっていた。
【０００７】
さらに、携帯情報機器のような記憶装置に十分な容量がない情報機器の場合、複製したノ
ードを自分の情報機器に表示して参照した結果、そのノードが必要なくなると、表示して
いるノードに含まれる複数のファイルを記憶装置より消去する必要性が生じる。しかし、
従来のハイパーテキスト装置は、保存したノードを消去する機能を具備しておらず、ユー
ザはファイルの操作が可能な別のツールでそれらを選択し、消去しなければならなかった
。この操作もユーザにとっては繁雑なものとなっていた。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
このように、従来では、表示しているノードに含まれる複数のファイルの複製、表示して
いるノードに含まれる複数のファイルの消去、指定した条件を満たす複数のファイルの複
製には繁雑な操作が必要であった。
【０００９】
本発明は、このような点を鑑みてなされたもので、表示しているノードに含まれる複数の
ファイルの複製や表示しているノードに含まれる複数のファイルの消去の操作を簡略化す
ること、及びユーザが指定したノードに含まれる全ファイル、あるいは、ユーザが指定し
たノードに含まれる全画像ファイルというような、ある一定の条件を満たす複数のファイ
ルの複製の操作を簡略化することを目的とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
　請求項１記載の発明は、一の基本ファイルと、その基本ファイルに従属した少なくとも
一の従属ファイルとより構成されるノードを複数有するハイパーテキストを 複
製する装置であって、ユーザから前記ハイパーテキスト中の一のノードの複製要求を受取
る複製要求受付け手段と、前記複製要求受付け手段によって複製要求を受けたノード
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憶させ、その基本ファイルを記憶させるときに、その基本ファイルとその従属ファイルと
の従属関係を示すファイル間関係情報を基本ファイルに付加して記憶させる複製手段とを
有することを特徴とするハイパーテキスト処理装置である。
【００１１】
　請求項２記載の発明は、ユーザから前記複製手段に記憶したハイパーテキスト中の一の
ノードの消去要求を受取る消去要求受付け手段と、前記消去要求受付け手段によって消去
要求を受けたノードを構成する基本ファイルを前記複製手段から呼出し、この呼出した基
本ファイルに付加されたファイル間関係情報に基づいて従属ファイルを前記複製手段から
呼出す消去ファイル呼出し手段と、前記消去ファイル呼出し手段によって呼出された基本
ファイル及び従属ファイルを前記複製手段から消去する消去手段とを有することを特徴と
する ハイパーテキスト処理装置である。
【００１２】
　請求項３記載の発明は、ユーザから前記複製手段に記憶したハイパーテキスト中の一の
ノードの表示要求を受取る表示要求受付け手段と、前記表示要求受付け手段によって表示
要求を受けたノードを構成する基本ファイルを前記複製手段から呼出し、この呼出した基
本ファイルに付加されたファイル間関係情報に基づいて従属ファイルを前記複製手段から
呼出す表示ファイル呼出し手段と、前記表示ファイル呼出し手段によって呼出された基本
ファイル及び従属ファイルを一のノードに前記ファイル間関係情報に基づいて構成して表
示する表示手段とを有することを特徴とする ハイパーテキスト処理装置で
ある。
【００１４】
　請求項 記載の発明は、一の基本ファイルと、その基本ファイルに従属した少なくとも
一の従属ファイルとより構成されるノードを複数有するハイパーテキストを記憶手段に複
製する方法であって、ユーザから前記ハイパーテキスト中の一のノードの複製要求を受取
る複製要求受付けステップと、前記複製要求受付けステップによって複製要求を受けたノ
ード中の全ての従属ファイルと前記記憶手段に記憶されているファイルとを比較し、未複
製の従属ファイルがある場合には、前記ノードを構成する基本ファイルとその従属ファイ
ルとを記憶させ、その基本ファイルを記憶させるときに、その基本ファイルとその従属フ
ァイルとの従属関係を示すファイル間関係情報を基本ファイルに付加して記憶させる複製
ステップとを有することを特徴とするハイパーテキスト処理方法である。
【００１５】
　請求項 記載の発明は、ユーザから前記ハイパーテキスト中の一のノードの消去要求を
受取る消去要求受付けステップと、前記消去要求受付けステップによって消去要求を受け
たノードを構成する基本ファイルを呼出し、この呼出した基本ファイルに付加されたファ
イル間関係情報に基づいて従属ファイルを呼出す消去ファイル呼出しステップと、前記消
去ファイル呼出しステップによって呼出された基本ファイル及び従属ファイルを消去する
消去ステップとを有することを特徴とす イパーテキスト処理方法である。
【００１６】
　請求項 記載の発明は、ユーザから前記ハイパーテキスト中の一のノードの表示要求を
受取る表示要求受付けステップと、前記表示要求受付けステップによって表示要求を受け
たノードを構成する基本ファイルを呼出し、この呼出した基本ファイルに付加されたファ
イル間関係情報に基づいて従属ファイルを呼出す表示ファイル呼出しステップと、前記表
示ファイル呼出しステップによって呼出された基本ファイル及び従属ファイルを前記ファ
イル間関係情報に基づいて一のノードに構成して表示する表示ステップとを有することを
特徴とす イパーテキスト処理方法である。
【００１８】
　請求項１または請求項 記載の発明であると、ハイパーテキスト中の一のノードに含ま
れる複数のファイルを簡単な操作で複製することができる。
【００１９】
　請求項２または請求項 記載の発明であると、ハイパーテキスト中の一のノードに含ま
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れる複数のファイルを簡単な操作でハイパーテキスト複製装置から消去することができる
。
【００２０】
　請求項３または請求項 記載の発明であると、ハイパーテキスト複製装置に記憶された
一のノードを簡単な操作で表示することができる。
【００２２】
【発明の実施の形態】
（第１の実施例）
図１、図２、図３及び図４を参照して、この発明の第１の実施例に係るハイパーテキスト
の複製方法を説明する。
【００２３】
図１は、本実施例を示す機能ブロック図である。
【００２４】
このシステムは、ハイパーテキスト表示部１０１、複製部１０２、複製要求受付部１０３
、及び記憶部１０４を備えている。
【００２５】
ハイパーテキスト表示部１０１はディスプレイやウィンドゥ等に、ネットワークを介して
他の情報機器より取得したノードや記憶装置が記憶しているノードを表示する。
【００２６】
ノードは複数のファイルに記憶された情報により構成される。また、ノードを構成するフ
ァイルの中には、ノードを識別するためのノード識別情報、及びノードを構成する各ファ
イルに記憶されている情報の関係、例えば各情報の表示位置等を表す情報であるファイル
間関係情報を保持している基本ファイルが常に一つ含まれている。
【００２７】
複製要求受付部１０３は、例えばボタンまたはメニューを指し、ユーザからの複製要求を
受け付ける。
【００２８】
複製部１０２は、ユーザから複製要求を受けると、表示しているノードに含まれるファイ
ルを複製元ファルを識別するための情報である複製元ファイル識別情報を付加して複製し
、記憶部１０４に複製したファイルの記憶を要求する。
【００２９】
記憶部１０４はハードディスク等の外部記憶装置を管理し、ハイパーテキストを構成する
ファイルの記憶や消去等を行う。
【００３０】
本実施例を実施した場合の表示画面の説明図を図２に示す。
【００３１】
複製要求受付部１０３は、図２に示すようなハイパーテキスト表示部１０１がノードを表
示するウィンドゥ上への配置や、異なるウィンドゥ上への配置が考えられる。
【００３２】
図３には、第１の実施例におけるノード複製の手順の１例が示されている。
【００３３】
なお、一のノードは、一の基本ファイルと、この基本ファイルに貼付けられる画像ファイ
ル、テキストファイル等の少なくとも一以上の従属ファイルとより構成されている。
【００３４】
そして、以下の説明に出てくる各用語は、下記のように定義される。
【００３５】
「ノード識別情報」とは、複数のノードから一のノードを識別するための情報である。し
たがって、ノード識別情報を指定すれば、一の基本ファイルが得られる。
【００３６】
「ファイル間関係情報」とは、基本ファイルと各従属ファイルとの関係を示す情報である
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。
【００３７】
「従属ファイル識別情報」とは、複数の従属ファイルから一の従属ファイルを識別するた
めの情報である。
【００３８】
まず、ステップ１１１においてユーザの複製要求を複製要求受付部１０３が受け取る。
【００３９】
次に、ステップ１１２において、複製部１０２は表示ノード中に未複製のファイルが存在
するかを調べる。これは、例えば、ノードを表示した時またはユーザより複製要求を受け
た時にハイパーテキスト表示部１０１が表示しているノードに含まれるファイルを調べ、
それらと記憶部１０４の記憶装置が記憶しているファイルとを比較することにより調べる
ことができる。
【００４０】
もし、ステップ１１２において、未複製のファイルが存在しない場合は処理を終了する。
例えば、既に複製したことがあるにもかかわらず、ユーザがもう一度複製要求を出した場
合がこれに相当する。
【００４１】
もし、ステップ１１２において、未複製のファイルが存在する場合はステップ１１３に進
む。
【００４２】
ステップ１１３において、複製部１０２は全ての未複製の基本ファイル及び従属ファイル
を複製する。この場合に、基本ファイルには、ファイル間関係情報を付加し、従属ファイ
ルには従属ファイル識別情報を付加する。そして、それら複製したファイルの記憶を記憶
部１０４に要求する。
【００４３】
ステップ１１４において、記憶部１０４は複製部１０２が要求したファイルを記憶装置に
記憶し処理を終了する。
【００４４】
これにより、ユーザはボタン等で複製要求を出すだけで、ノード内の全てのファイルをノ
ードとして再構成可能な状態で容易に複製することができる。
【００４５】
図４に、本発明により複製した複数のファイルより、ノードを再構成する手順を示す。
【００４６】
ステップ１２１において、ユーザからノードの表示要求を受ける。
【００４７】
ステップ１２２において、複製したファイル中の各基本ファイルのノード識別情報を参照
することによってユーザより要求されたノードの基本ファイルを得る。
【００４８】
ステップ１２３において、ステップ１２２で得た基本ファイルに含まれるノードを構成す
る従属ファイル及び基本ファイルと従属ファイルとの関係を表すファイル間関係情報を得
る。
【００４９】
ステップ１２４において、ファイル間関係情報、及び各従属ファイルに含まれる従属ファ
イル識別情報によりノードを構成する複製ファイルを取得する。
【００５０】
ステップ１２５において、ファイル間関係情報を用いて、及びステップ１２４で取得した
複製ファイルを用いてユーザより要求されたノードを再構成する。
【００５１】
最後に、ステップ１２６において構成したノードを表示する。
【００５２】
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上記説明では、本実施例をハードウエアで実現する場合を説明したが、本実施例は、図３
及び図４フローチャートの処理を実現できるように、複製部１０２、複製要求受付け部１
０３の機能をプログラムで構成し、図１４に示すようなＣＤ－ＲＯＭ１２に記憶させ、こ
れを携帯情報端末機１０に記憶させて、これで実行すればよい。なお、この場合に、ハイ
パーテキスト表示部１０１は、携帯情報端末機１０の表示部１４が該当する。また、記憶
部１０４は、携帯情報機器１０のハードディスク装置が該当する。これにより、携帯情報
機器１０でも本実施例を実現できる。
【００５３】
（第２の実施例）
次に、図５、図６及び図７を参照して、この発明の第２の実施例に係るハイパーテキスト
の消去方法を説明する。
【００５４】
図５は、第２の実施例を示す機能ブロック図である。
【００５５】
このシステムは、ハイパーテキスト表示部２０１、消去部２０２、消去要求受付部２０３
、及び記憶部２０４を備えている。ハイパーテキスト表示部２０１及び記憶部２０４は第
１の実施例と同じ機能を持つ。消去要求受付部２０３とは例えばボタンまたはメニューを
指し、ユーザからの消去要求を受け付ける。消去部２０２はユーザから消去要求を受ける
と、表示しているノードに含まれるファイルの消去要求を記憶部２０４に出す。
【００５６】
本実施例を実施した場合の表示画面の説明図を図６に示す。
【００５７】
複製要求受付部２０３は図６に示すようなハイパーテキスト表示部２０１がノードを表示
するウィンドゥ上への配置や異なるウィンドゥ上への配置が考えられる。
【００５８】
図７には、第２の実施例における消去の手順が示されている。
【００５９】
ステップ２１１においてユーザの消去要求を消去要求受付部２０３が受け取る。
【００６０】
ステップ２１２において、消去部２０２は表示ノード中に未消去のファイルを調べる。こ
れは、例えば、ノードを表示した時またはユーザより消去要求を受けた時にハイパーテキ
スト表示部２０１が表示しているノードに含まれるファイルを調べ、それらと記憶装置が
記憶しているファイルとを比較することにより調べることができる。
【００６１】
もし、ステップ２１２において、未消去のファイルが存在しない場合は処理を終了する。
例えば、既に消去したことがあるにもかかわらず、ユーザがもう一度消去要求を出した場
合がこれに相当する。
【００６２】
もし、ステップ２１２において、未消去のファイルが存在する場合はステップ２１３に進
む。
【００６３】
ステップ２１３において消去部２０２は全ての未消去ファイルの消去を記憶部２０４に要
求する。例えば、一のノードの消去が要求された場合には、そのノード識別情報から基本
ファイルを選び、この基本ファイルに付加しているファイル間関係情報から各従属ファイ
ルを選び、その従属ファイル識別情報とノード識別情報を記憶部２０４に通知する。
【００６４】
ステップ２１４において記憶部２０４は消去部２０２が通知した従属ファイル識別情報と
ノード識別情報に基づいて記憶装置からそのファイルを消去し処理を終了する。
【００６５】
これにより、ユーザはボタン等で消去要求を出すだけで、ノード内の全てのフィルを簡単
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に記憶部２０４より消去することができる。
【００６６】
上記説明では、本実施例をハードウエアで実現する場合を説明したが、本実施例は、図７
のフローチャートの処理を実現できるように、消去部２０２、消去要求受付け部２０３の
機能をプログラムで構成し、図１４に示すようなＣＤ－ＲＯＭ１２に記憶させ、これを携
帯情報機器１０に記憶させて、これで実行すればよい。なお、この場合に、ハイパーテキ
スト表示部１０１は、携帯情報機器１０の表示部１４が該当する。また、記憶部２０４は
、携帯情報機器１０のハードディスク装置が該当する。これにより、携帯情報機器１０で
も本実施例を実現できる。
【００６７】
（第３の実施例）
次に、図８を参照して、この発明の第３の実施例に係るハイパーテキストの複製及び消去
方法を説明する。
【００６８】
図８は、第３の実施例を示す機能ブロック図である。
【００６９】
このシステムは第１の実施例及び第２の実施例両方の機能ブロックを備えている。これに
より、ユーザはボタン等で要求を出すだけで、ノード内の全てのファイルを簡単に複製す
ることができ、さらに複製したノードの中で不必要になったものや、間違って複製したノ
ードもボタン等で要求を出すだけで簡単に消去することができる。
【００７０】
上記説明では、本実施例をハードウエアで実現する場合を説明したが、本実施例は、図７
のフローチャートの処理を実現できるように、消去部１０２、消去要求受付け部１０３の
機能をプログラムで構成し、図１４に示すようなＣＤ－ＲＯＭ１２に記憶させ、これを携
帯情報機器１０に記憶させて、これで実行すればよい。なお、この場合にハイパーテキス
ト表示部１０１は、携帯情報機器１０の表示部１４となる。これにより、携帯情報機器１
０でも本実施例を実現できる。
【００７１】
（第４の実施例）
次に、図９、図１０、図１１、図１２及び図１３を参照して、この発明の第４の実施例に
係るハイパーテキストの複製方法を説明する。
【００７２】
図９は、第４の実施例を示す機能ブロック図である。
【００７３】
このシステムは、ハイパーテキスト表示部４０１、複製条件設定部４０２、選択部４０３
、複製部４０４、複製要求受付部４０５及び記憶部４０６を備えている。
【００７４】
ハイパーテキスト表示部４０１、複製要求受付部４０５、記憶部４０６は第１の実施例の
ものと同様である。
【００７５】
複製条件設定部４０２は、例えば、ユーザが指定したノードに含まれる全ファイル、ある
いは、ユーザが指定したノードに含まれる全画像ファイルというような複製条件を設定す
る。
【００７６】
選択部４０３は、複製条件設定部４０２に設定された条件を満たすノードまたはファイル
を、自機器の記憶装置やネットワークを介して接続された他の記憶装置より選択する。
【００７７】
複製部４０４は、選択部４０３が選択したファイルの複製を記憶部４０６に要求する。
【００７８】
本実施例を実施した場合の表示画面の説明図を図１０に示す。
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【００７９】
複製要求受付部４０５は図１０に示すようなハイパーテキスト表示部４０１がノードを表
示するウィンドゥ上への配置や異なるウィンドゥ上への配置が考えられる。
【００８０】
図１１を用いてユーザが指定した複数のノードに含まれる全ファイルという条件を複製条
件設定部４０２に設定した場合の選択部４０３の動作を説明する。
【００８１】
ステップ４２１において、選択部４０３はユーザが指定した各ノードの基本ファイルを自
機器の記憶装置やネットワークを介して接続された他の記憶装置より取得する。
【００８２】
ステップ４２２において、選択部４０３は取得した各基本ファイルに含まれるファイル間
関係情報を用いてユーザの指定した各ノードを構成する全ファイルを選択する。
【００８３】
また、図１２を用いて、ユーザが指定したノードに含まれる全画像ファイルという条件を
複製条件設定部４０２に設定した場合の選択部４０３の動作を説明する。
【００８４】
ステップ４３１において、選択部４０３はユーザが指定した各ノードの基本ファイルを自
機器の記憶装置やネットワークを介して接続された他の記憶装置より取得する。
【００８５】
ステップ４３２において、選択部４０３は取得した各基本ファイルに含まれるファイル間
関係情報を用いてノードを構成するファイルまたはファイルの属性情報を取得する。
【００８６】
ステップ４３３において、選択部４０３は取得したファイルの属性情報やファイルに記憶
されている情報を解析することによりユーザが指定した各ノードに含まれる画像ファイル
を選択する。
【００８７】
図１３には、第４の実施例におけるノード複製の手順が示されている。
【００８８】
ステップ４１１において、ユーザの複製要求を複製要求受付部４０５が受け取る。
【００８９】
　ステップ４１２において、複製部４０４は選択部４０３が選択した複製条件設定部４０
２に設定された条件を満たすファイルの中で未複製のフ ルが存在するかを調べる。こ
れは、例えば、選択部４０３が選択したファイルと記憶部４０６が記憶しているファイル
とを比較することにより調べることができる。
【００９０】
もし、ステップ４１２において、未複製のファイルが存在しない場合は処理を終了する。
例えば、既に複製したことがあるにもかかわらず、ユーザがもう一度複製要求を出した場
合がこれに相当する。
【００９１】
もし、ステップ４１２において、未複製のファイルが存在する場合はステップ４１３に進
む。ステップ４１３において複製部４０４は全ての未複製ファイルの複製を記憶部４０６
に要求する。
【００９２】
ステップ４１４において、記憶部４０６は複製部４０４が要求したファイルを記憶装置に
複製し処理を終了する。
【００９３】
これにより、ユーザはボタン等で複製要求を出すだけで、例えば、ユーザが指定した複数
のノード内の全てのファイルの複製やユーザが指定したノード内のファイルの中に含まれ
る全ての画像ファイルの複製等を容易な操作で行うことができる。
【００９４】
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上記説明では、本実施例をハードウエアで実現する場合を説明したが、本実施例は、図７
のフローチャートの処理を実現できるように、複製条件設定部４０２、選択部４０３、複
製要求受付け部４０５、複製部４０４の機能をプログラムで構成し、図１４に示すような
ＣＤ－ＲＯＭ１２に記憶させ、これを携帯情報機器１０に記憶させて、これで実行すれば
よい。なお、この場合に、ハイパーテキスト表示部４０１は、携帯情報機器１０の表示部
１４が該当する。また、記憶部４０６は、携帯情報機器１０のハードディスク装置が該当
する。これにより、携帯情報機器１０でも本実施例を実現できる。
【００９５】
【発明の効果】
　以上説明したように、請求項１または請求項 記載の発明であると、ハイパーテキスト
中の一のノードに含まれる複数のファイルを簡単な操作で複製することができる。
【００９６】
　請求項２または請求項 記載の発明であると、ハイパーテキスト中の一のノードに含ま
れる複数のファイルを簡単な操作でハイパーテキスト複製装置から消去することができる
。
【００９７】
　請求項３または請求項 記載の発明であると、ハイパーテキスト複製装置に記憶された
一のノードを簡単な操作で表示することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の第１の実施例を示す機能ブロック図である。
【図２】この発明の第１の実施例の表示画面の説明図である。
【図３】この発明の第１の実施例におけるノード複製の手順を示すフローチャートである
。
【図４】この発明の第１の実施例におけるノードの再構成の手順を示すフローチャートで
ある。
【図５】この発明の第２の実施例を示す機能ブロック図である。
【図６】この発明の第２の実施例の表示画面の説明図である。
【図７】この発明の第２の実施例におけるノード複製の手順を示すフローチャートである
。
【図８】この発明の第３の実施例を示す機能ブロック図である。
【図９】この発明の第４の実施例を示す機能ブロック図である。
【図１０】この発明の第４の実施例の表示画面の説明図である。
【図１１】この発明の第４の実施例におけるファイル選択の手順を示すフローチャートで
ある。
【図１２】この発明の第４の実施例におけるファイル選択の手順を示すフローチャートで
ある。
【図１３】この発明の第４の実施例におけるノード複製の手順を示すフローチャートであ
る。
【図１４】この発明の実施するための携帯情報機器の斜視図である。
【符号の説明】
１０１…表示部
１０２…複製部
１０３…複製要求受付部
１０４…記憶部
２０１…表示部
２０２…消去部
２０３…消去要求受付部
２０４…記憶部
３０１…表示部
３０２…複製部
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３０３…複製要求受付部
３０４…消去部
３０５…消去要求受付部
３０６…記憶部
４０１…表示部
４０２…複製条件設定部
４０３…選択部
４０４…複製部
４０５…複製要求受付部
４０６…記憶部 10

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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